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研究テーマ（発表タイトル） 

コンサートにおけるジャニーズファンの行動と満足度の関係 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

コンサートにおけるジャニーズファンの行動とその背景にある心理を、「同担拒否」という特徴的な行動に注目して明らかにする。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

用語の説明 

「担当」・・・自分の好きなアイドル 

「同担」・・・同じアイドルを好きな他のファン 

「同担拒否」・・・同じアイドルを好きな他のファンを様々な形で拒否する行動 

「ファンサービス」・・・特定のファンの団扇などに反応 

 

ジャニーズファンのコミュニティで広く使われている用語に「同担」および「同担拒否」というものがある。ジャニーズ事務所のアイドル

グループのファンは、グループ内の一名のアイドルを選択して集中的に応援することが一般的である。その特定のファンを自分の「担

当」と呼び、同じアイドルを好きな他のファンを「同担」と呼ぶ。中でも注目すべきは、コンサート中にファンのなかでみられる「同担拒

否」という行動である。もともとアイドルはプライベートにおける恋人と違って独占できるものではないが、この「同担拒否」という行動

は、コンサート中に、同じアイドルのファンである「同担」とは一緒のグループで参加せず、自分とは違うアイドルのファンとグループでコ

ンサートに行くということを指す。 

 なぜ、このような行動が見られるかと言えば、ジャニーズのコンサートでは、ファンが自分の好きなアイドルの名前を大きく書いた団

扇などの応援グッズを会場に持ち込み、それをコンサート中に自分の好きなアイドルに対して大きく掲げ、それに対してアイドルから

視線をもらうことや何らかのアクションをもらうことができる。こうした要素が、ファンにとってコンサートを楽しむ上で大きなウエイトを占

めているとされるからである。このようにアイドルから視線をもらうことやアクションをしてもらうことを「ファンサービス」と呼ぶが、このファン

サービスを同じアイドルのファンと共有するのではなく、自分一人で独占するために、一部のファンは「同担拒否」という特徴的な行

動をするのである。この「同担拒否」という行動は、コンサート中だけにその行動をする人もいれば、普段の SNS などのコミュニティの

段階からそうした行動を行っている人もいる。このように「同担拒否」行動は多様であるが、日常的にジャニーズファンのコミュニティ

で交流している人の範囲で見ると、かなりの割合で存在している。 

ジャニーズ事務所所属のアイドルグループのファン数を正確につかむことは難しいが、コンサートに行く人の大半が所属しているとさ



れるファンクラブの会員数はおよそ 500 万人といわれ、その会費収入だけで 200 億円を超えているとされる。コンサート回数の多

いグループであれば年間のコンサート数は 60 回を超えており、チケット収入だけで約 80 億円、グッズなどを含めるとこれも 200 億

円を超えるといわれる。つまり極めて大きなマーケットであると同時に、そのコンサートの中で見られる特徴的な行動は、そのまま極

めて特徴的かつ特殊でありながらも極めて数の多い消費者行動とみなすことができる。 

アイドルのファン行動に関する先行研究はいくつもあるが、その多くが疑似恋愛や同一視といった概念で分析を行っている。しかし、

「同担拒否」に注目して実証研究を行ったものはない。本研究ではこの「同担拒否」に注目し、それがどの程度の割合で存在し、

その行動がコンサートの満足度やコンサートの再訪などにどのように関わっているかを実証的に検証することを試みる。 

  

    

３．研究テーマの課題 

先行研究では、コンサートにおいては、アイドルと自分の１：１の関係に依存しており、「疑似恋愛」「嫉妬」の対象になると述べ

られている(向井、竹谷、川原、山口、2017)。また同一視(吉田、2008；辻、2012)に注目した研究や、ファンコミュニケーショ

ン（向井、竹谷、川原、山口、2017;小城、2004）などもある。これらを参考に、発表者はこれまで合計 3 回にわたってパイロ

ット調査を実施してきた。これらはサンプル数が 100 程度の小規模かつ探索的な調査であるが、結果としてアイドルに対しては独

占欲が向けられ、同担に対しては嫉妬心が向けられることが明らかとなった。 

複数回のパイロット調査によって、広範囲に注目すべき仮説が得られることとなったが、本研究では報告時間が限られていること

に鑑み、「同担拒否」というもっとも特徴的なファンによる行動とその心理に注目して検証をおこなっている。ファンがコンサートで重

要視している要素は一体何か？またファンサービスの有無は心理状態にどのような影響を及ぼすのか？中でも「同担拒否」をする

人のコンサートでの心理状態がどうなっているのか？ファンはコンサートにおいて、コンサート自体の要素、内容ではなく、自分が好き

なアイドルからのファンサービスを求めているのか？などが本研究における主要なリサーチクエスチョンである。 

 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

今回の研究を通じて、まずファン全体で見ると、コンサートにおいて①アイドルがよく見える場所であること②「同担拒否」をしない

という２点がコンサート満足の要因として考えることができるという結果に至った。さらに、ファンサービスの有無は、コンサート満足要

因に対して影響を与えないという結果も出た。 

しかし一方で、同担拒否をする人は①自分がファンサービスをもらっても、同じようにファンサービスをもらった自分と同じアイドルを

好きなファンに嫉妬する②ファンサービス目的でコンサート参加回数を増やしたいと考える傾向があるという２点がわかった。このこと

から、「同担拒否」をする人にはコンサート中、アイドルと周囲のファンに対してネガティブな感情(嫉妬心や独占欲や不満など)が働

いているといえる。また、コンサート内容には満足していないという傾向も見られ、これらの結果より、一部のファンはコンサートにおい

て、ファンサービスを目的としてコンサートに参加しているということが分かった。 

したがって、コンサート再訪要因として、コンサート内容に関する満足度が強く関係しているわけではないといえる。たとえアイドルや
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ファンに対してのネガティブ感情があったとしても、それが再訪要因となるのである。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

女性の Hey! Say! JUMP ファンを対象としたアンケート調査を実施し、そのアンケート結果から SPSS による定量分析。総回

答数は 285 名であり、有効回答数は 280 名である。 

 

アンケート項目の作成にあたって、以上に示す過程でアンケート項目の作成を行った。 

 

先行研究の検討における概念と下位質問項目の抽出を行い、更にそこから仮設を作成し、またその仮設から測定用具の変

数を作成した。その後、三度のパイロット調査を行い、仮設や質問項目を修正したのち、上記の分析フレームワークを確定し、本

調査を実施している。各概念・変数の測定項目は以上の通りである。 



６．結果や今後の取り組み 

ジャニーズファンがコンサートで重点を置いているのは、担当との直接的な接触であるファンサービスである。ジャニーズのコンサー

トのシステムとして組み込まれていないファンサービスだが、ファンの間では非常に重点が置かれている。コンサートにおいて、ダンスや

歌などの要素に満足していないという傾向が一部のファンにみられた。またそのファン層は、コンサート要素に満足感を得ていないに

もかかわらず、ファンサービスを目的とし、コンサート参加回数を増やしたいという傾向がみられた。このことから必ずしも、コンサート

再訪要因には、コンサートの根底にある要素と顧客満足が関係しているとは言いきれない事が分かった。したがって、従来型のエン

ターテイメントの方向性と永続的ファンの獲得方法は正しいのか検討する必要性がある。 
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